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「事業は人である」

湯淺  七左衛門
湯淺蓄電池製造㈱ 創業者

（1877 ～ 1943）

一貫して電池の領域で“革新と成長”を続け、
社会の発展に貢献

革新と成長

GSユアサの

DNA

“世の中に革新的な製品を生み出し、社会に寄与したい”

創業の精神は、当社の前身である旧日本電池と

旧ユアサ コーポレーションの創業者である島津源蔵と湯淺七左衛門の想いから始まり、

今も社員一人ひとりに脈々と受け継がれています。

企業理念

GS YUASAは、社員と企業の「革新と成長」を通じ、人と社会と地球環境に貢献します。
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私たちのDNAと理念

「科学を実用に」

島津  源蔵
日本電池㈱ 創業者

（1869 ～ 1951）

（1917 ～ 2004）

日本電池

日本で初めて鉛蓄電池（プランテ式鉛蓄電池極板）を製造した

創意の創業者である島津源蔵は、1895年に国産鉛蓄電池の製造に成功し、

日本の十大発明家にも選ばれた。

その後、1917年に日本電池株式会社を設立し、

日本の蓄電池産業の礎を築いた。

高品質な製品開発により、
社会に貢献する発明家精神

（1918 ～ 2004）

封建的な遺風を守り続けていた湯淺七左衛門商店

（現ユアサ商事株式会社）を経営改革し、

商機を逃さず迅速な決断と行動力で新たな発展を生み出してきた

創業者である湯淺七左衛門は、1913年に金属の電解科学に関する研究を開始し、

1918年に湯淺蓄電池製造株式会社を設立した。

時代に先駆けて新規事業を
開拓する事業家精神

ユアサ コーポレーション

GSユアサの歴史と今
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GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ



当社は蓄電池技術を起点に、社会の要請に合わせて

モビリティ、社会インフラ、航空・宇宙・防衛へと価値提供の幅を広げてきました。

今後もエネルギーマネジメントカンパニーとして持続的成長に貢献してまいります。
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1900年代
社会インフラの予備電源

として需要拡大

2000年代
再生可能エネルギー用の

蓄電システムを続々と発売

2021
風力発電用の世界最大規模の

蓄電池設備を納入

2009
世界初の量産型EV「i-MiEV」に

リチウムイオン電池を供給

2020
トヨタ向けにHEV用

リチウムイオン電池を供給

1954
オートバイ用

小型軽量型蓄電池を発売

1919
自動車用鉛蓄電池の

製造開始

1970年代
高性能長寿命鉛蓄電池を

開発し、EVブームに貢献
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日本の社会インフラの
発展と電力の
安定供給に貢献

日本の
モータリゼーションの

発展に貢献

情報通信機器の
発展に貢献

EVの
新時代開拓に

貢献
電動車の普及に貢献

脱炭素社会の
実現に貢献
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2017
日本初の潜水艦用

リチウムイオン電池を量産

2005
米ボーイング787向け

リチウムイオン電池システムを受注

1931
潜水艦用鉛蓄電池が事業の柱に

1993
角型リチウムイオン電池

を開発

1998
超薄型リチウムイオンポリマー

二次電池を発売

2015
コンテナ式リチウムイオン電池

システムを納入

2010
ホンダ向けにハイブリッド車

（HEV）用リチウムイオン電池を供給

ホンダ「FIT HYBRID」

提供：海上自衛隊

トヨタ「ハリアー」
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A History of Innovation and Growth

GSユアサの歴史と今
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GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

2016
国際宇宙ステーションに

リチウムイオン電池を搭載

©JAXA/NASA

Boeing 787



04 GS YUASA Report 2026

当社はこれまで時代の変化に合わせて「深海から宇宙」まで領域を拡大させ、電池を

供給してきました。他社に先駆けてアイドリングストップ（ISS）車用鉛蓄電池や欧州

統一規格（EN）電池を開発・供給したほか、車載用リチウムイオン電池の先駆的メー

カーとして多くの日系自動車メーカーの車種に採用されています。加えて、社会イン

フラのバックアップ用電池・電源装置や、宇宙向けなどの特殊電池も供給するなど、

高出力×高寿命を実現する電池性能を有しています。

社会課題の解決に貢献する
蓄電池技術GSユアサの強み

積み上げてきた“革新と成長”によって
確かな強みを築く

100年の長い歴史の中で、GSユアサは一貫して電池一筋のモノづくりを行っています。

DNAに刻まれた飽くなき情熱と強みによって、新しい電池の未来を切り開いていきます。

社会課題の

解決に貢献する

蓄電池技術

一気通貫した

生産・販売・保守

ネットワーク
品質と安定供給で

築き上げた

信頼と顧客基盤

01

02

03

グローバル拠点網を構築し、地域ごとのニーズに合わせた提案を実施しています。産

業電池電源事業では1,000人規模、日本全国100カ所以上の充実したサービス網を

有しており、保守・点検までのサービスを24時間365日提供可能です。

また当社は世界・国内で数少ない電池専業メーカーであり、今後も蓄電池・電源装置

を供給し続けます。

一気通貫した生産・販売・
保守・ネットワーク

当社は統合前から、自動車メーカーや産業電池電源事業における顧客との協業に

よって技術革新を追求し、ニーズに応じた製品開発を進めてきました。

この製品開発によって培ってきた品質と、当社の安定した供給力によって顧客との関

係性を強固にし、電池専業メーカーとしての「信頼」と「顧客基盤」を築いています。

品質と安定供給で築き上げた
信頼と顧客基盤蓄電池技術の絶え間ない研さんによって、

変化する社会のニーズに応える
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GS Yuasa's Strengths 01
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　統合報告書「ＧＳユアサレポート2026」は、株主・投資家
をはじめとするステークホルダーの皆様に当社の経営方針
や事業戦略をご理解いただくことを目的として発行してい
ます。
本報告書では、「モビリティ」と「社会インフラ」を中心とした
事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献するとと
もに、当社自身の持続的な成長と企業価値向上を目指す考
え方や取り組みを紹介しています。

都市を支えるインフラの実写を

風景に、エネルギーマネジメント

がつなぐ未来の都市をスケッチ

で重ねました。右下から差し込む

プリズムの光は、新たな中期経

営計画がもたらす「輝かしい未

来」への展望と、変革を加速させ

る勢いを表現しています。

表紙のコンセプトについて
ＧＳユアサレポート2026の注目ポイント

編集方針

2025年度に過去最高益を更新し、今期はアップデートした長期ビジョン、第七次中期経営計
画を公表。持続的な企業価値向上の実現に向け、全従業員の力を結集しながら、いかにポート
フォリオ転換に挑戦していくのか。社長がその想いとともに語ります。

社長が語る企業価値向上の実現と
ポートフォリオ転換への挑戦

株主の皆様向けに四半期ごとに発行し、業績情報や取り
組み内容などを報告しています。

株主のみなさまへ（決算のご報告）

https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/library/report.html

サステナビリティへの取り組みに関連するESGの実績を

まとめています。

ESGデータ集

https://www.gs-yuasa.com/jp/csr/archive.php

サステナビリティ経営に関する方針や取り組みを掲載
しています。

サステナビリティ経営サイト

https://www.gs-yuasa.com/jp/sustainability/

当社のダイバーシティに関する取り組みをまとめています。
ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

ＧＳユアサレポート
当社グループの統合報告ツールです。主として投資家の皆様向けに、価値創造に

向けた取り組みやビジネスモデル、中長期的な戦略を中心にまとめています。

事業・財務関連情報 サステナビリティ・ESG関連情報

https://www.gs-yuasa.com/jp/diversity/

決算資料、業績ハイライトなどさまざまな情報をタイム
リーに発信しています。

株主・投資家情報

https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir.html

当社の概要・実績、ESG情報などの基本情報を簡潔にわ
かりやすくまとめた資料です。

インベスターズガイド

https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/library/investorsguide.html
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価値創造に向けた
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　今年度、当社は第七次中期経営計画の策定に加え、長期ビジョン

のアップデートとマテリアリティの見直しを行いました。本報告書で

は、当社が目指す将来像と、その実現に向けた成長戦略をわかりや

すくお伝えしています。また、これまで培ってきた事業基盤、技術力、

顧客基盤を強みとして、事業環境の変化を成長機会へと転換し、企

業価値向上につなげていく取り組みを紹介しています。本報告書

が、当社の持続的成長への道筋と、その実現を支える実行力につい

てご理解いただく一助となれば幸いです。

新たなステージに立つ

ＧＳユアサが描く成長戦略と変革

PDF

PDF

Webサイト

Webサイト

Webサイト

PDF

PDFWebサイト

P.14｜社長メッセージ

01
Check

事業環境の変化を踏まえ、Vision 2035をアップデートし、モビリティを強固な収益基盤、社会インフラを
新たな成長の柱と位置付けました。第七次中期経営計画を先行投資フェーズとし、資本コストを意識した
経営の下、事業ポートフォリオ転換をいかに事業成長につなげていくか、わかりやすく解説しています。

Vision 2035のアップデートと
第七次中期経営計画が描く新たな成長ステージ02

Check

社会価値と経済価値の同時創出に向け、事業・財務戦略との整合性を踏まえてマテリアリティ
を見直しました。成長をけん引する「事業マテリアリティ」と経営基盤を強化する「基盤マテリ
アリティ」へと見直し、企業価値へのつながりを明確化しています。

企業価値向上を支える新たなマテリアリティ03
Check

第七次中期経営計画と連動し、将来の事業ポートフォリオを支える人材戦略を強化していま
す。バックキャスティングアプローチにより人材ポートフォリオマネジメントのロードマップを
策定し、成長戦略の実現に必要な人的資本への投資に注力していきます。

経営戦略と連動した人的資本への取り組み04
Check

第七次中期経営計画の達成に向け、各事業の成長戦略と研究開発・知的財産戦略を明確に示
しています。各部門責任者が、事業ごとの強みや事業環境の変化を踏まえた機会・リスクの認
識とともに、成長実現に向けた具体的な取り組みを語ります。

成長を支える事業・研究開発・知的財産戦略05
Check

P.22｜Vision 2035
P.32｜中期経営計画の変遷

P.28｜企業価値向上に向けた 
マテリアリティの考え方

P.46｜人材戦略

P.54｜事業別戦略
P.68｜研究開発・知的財産

Point

本報告書の位置付け





長年培ってきた技術力で、アイドリングス
トップ（ISS）車や電動車の補機用など、自動
車の技術革新に合わせた電池を開発し、自
動車の進化を支えています。

自動車01

振動耐久性やエンジンの始動性など、オー
トバイ特有の使用環境に対応した技術で、
世界で高い信頼性を獲得しています。

オートバイ02

電気自動車（EV）・プラグインハイブリッド
車（PHEV）・ハイブリッド車（HEV）用リチウ
ムイオン電池が、環境対応車の普及に貢献
しています。

電動車03

国の防衛分野において、潜水艦用のリチウ
ムイオン電池や特殊用途向け熱電池が貢
献しています。

防衛12

上下水道施設や防災無線向けにバックアッ
プ用電池・電源システムを提供し、災害時の
行政サービスの継続を支えています。

官公庁（上下水道・防災無線など）08

原子力発電所をはじめとしたさまざまな発
電所の安定稼働に当社のバックアップ用電
池・電源システムが貢献しています。

発電所06

ＧＳユアサは、電池を通じて快適・安心・安全を提供するエネルギー・デバイス・カンパニーです。

当社の製品は、「モビリティ」と「社会インフラ」領域を中心に、世界中のあらゆる産業の中で人々の暮らしを支えています。At a Glance

長年の実績と技術力で、小型車
から業務用の大型車、電動車ま
で、あらゆる車種に対応する製
品をラインアップしています。

東南アジアやアフリカ、中南
米などの新興国において、急
速に拡大する需要に対応して
います。

ホンダ、トヨタ、三菱自動車など
の日系自動車メーカーの電動
車に当社のリチウムイオン電池
が搭載されています。

天候に左右される太陽光発電の有効活用や防
災機能の強化、風力発電の出力変動緩和と系
統の安定化に蓄電システムが貢献しています。

電力貯蔵システム（ESS）04

災害時の電力途絶を想定したバックアップ用
電池・電源システムで、ビルの非常照明設備な
ど、社会生活の安心・安全に貢献しています。

ビル07

近年のデータセンターの需要増加に対し、
当社のバックアップ電池が電力の安定供給
に貢献しています。

AIデータセンター（AIDC）

北海道にある北豊富変電所に
容量720MWhの蓄電池設備
を納入し、風力発電設備と連系
することで系統の安定化に寄与
しています。

有事の際にもビジネスやサー
ビスを継続するため 、オフィ
スビル、病院などのバックアッ
プ電源の重要性が注目されて
います。

AIDC市場は北米を中心に拡
大しており、日本でも政策支
援を背景にさらなる成長が期
待されています。

Honda 「FIT HYBRID」 蓄電池設備全景（提供元：千代田化工建設㈱）

潜水艦用リチウムイオン電池
や熱電池の需要拡大を受け、
生産能力増強に向けた設備
投資を進めています。

自然災害への備えとして多
くの公共施設に採用され、レ
ジリエントな地域社会づくり
に貢献しています。

停電時に非常照明を灯したり、
非常用発電機を始動させるま
でのバックアップを行うなど、重
要な設備を動かし続ける役割
を果たしています。

過酷な環境下でも長期間使用でき、高容
量・高性能な宇宙用リチウムイオン電池が、
宇宙開発事業に貢献しています。

宇宙（ISS・人工衛星など）10

工場内の運搬作業や物流の現場に欠かせ
ないフォークリフトに、大容量かつ長寿命な
バッテリーが採用されています。

フォークリフト09

最先端の航空機に当社の航空機用リチウム
イオン電池が搭載され、環境性能と経済性
の向上に貢献しています。

航空機11

宇宙用リチウムイオン電池を
世界に先駆けて開発し、国際宇
宙ステーションなどに搭載され
ています。

大きなパワーと長時間作業を
こなす画期的な大容量仕様に
加え、長寿命設計が現場で高く
評価されています。

省エネのための徹底した軽量
化と電源の安定性も求められ
るため、軽量で高性能のリチウ
ムイオン電池を開発しました。

「そうりゅう型潜水艦」 （提供：海上自衛隊殿）国際宇宙ステーション（ISS）

©JAXA/NASA
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国内サービス網とグローバル主要拠点数※3／地域別売上高構成比

主な実績

営業利益増加率※1

68.7倍

ROE※2

11.5%

従業員数

12,562名

研究開発費

211億円
環境配慮製品
販売比率

39.2%

CO2排出量削減率

19.1%

国内サービス網

グローバル主要拠点数

18カ国 34拠点

● 自動車電池事業の国内取り扱い店

 4,000カ所以上

● 産業電池電源事業の国内サービス拠点

 100カ所以上

事業と主要製品

自動車電池事業（国内） 自動車電池事業（海外）

No.2● 自動車用
　鉛蓄電池 

No.1

No.1

● オートバイ用
　鉛蓄電池

グローバルシェア

No.1
● 自動車・
　オートバイ用
　鉛蓄電池　

国内シェア

産業電池電源事業

● バックアップ用鉛蓄電池
● フォークリフト用鉛蓄電池
● 再生可能エネルギー用リチウムイオン電池

国内シェア

車載用リチウムイオン電池事業

累計搭載実績

主要製品
● 自動車・オートバイ用鉛蓄電池 ● 自動車・オートバイ用鉛蓄電池

● バックアップ用鉛蓄電池・電源装置　
● フォークリフト用鉛蓄電池       ● ESS※4
● 再生可能エネルギー用リチウムイオン電池

主要製品
● HEV・PHEV・12Vリチウムイオン電池
主要製品

主要製品

特殊電池およびその他事業

● 宇宙用リチウムイオン電池 トップクラス

グローバルシェア

主要製品

※4  電力貯蔵システム(Energy Storage System)
(注) シェアは当社調べ

415万台以上
（2026年3月31日時点）

● HEV用リチウムイオン電池

● 潜水艦用・航空機用・宇宙用リチウムイオン電池
● 熱電池     ● 潜水艦用鉛蓄電池
● その他特殊電池

自動車電池事業（国内）
■ 売上高

1,080億円
■ 営業利益

117億円

自動車電池事業（海外）
■ 売上高

2,645億円
■ 営業利益

245億円

■ 売上高

1,241億円
■ 営業利益

184億円

車載用リチウムイオン電池
■ 売上高

899億円
■ 営業利益

49億円

■ 売上高

225億円
■ 営業利益

15億円

At a Glance
数字で見るGSユアサ

営業利益

売上高

産業用電池電源事業

特殊電池およびその他事業

GSユアサの歴史と今
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

事業別売上高・営業利益構成比

2025年度売上高

6,090億円

営業利益

610億円
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（2004年度比）

（2025年度）

（2025年度）

（2025年度） （2025年度）

（2026年3月31日時点）

2025年度売上高

6,090億円
日本

53%

アジア

21%

その他

8%

欧州・北米

18%

※3 国内サービス網とグローバル主要拠点数は2026年6月現在の情報です

※1 営業利益増加率は営業利益に対するものです。　※2 ROEはのれん等償却前純利益に対するものです。




